
　令和8年10月から「広報常陸大宮お知らせ版」は、
毎月10日、月1回の発行に変わります。
　また、令和9年10月以降は、広報常陸大宮とお知
らせ版を統合する予定です。

毎月10日 毎月25日

現在 お知らせ版 広報常陸大宮
お知らせ版

令和8年
10月～

お知らせ版（統合
して月1回発行に） 広報常陸大宮

令和9年
10月以降 広報常陸大宮（お知らせ版と統合）

※発行日が土・日・祝日と重なる場合は、翌平日が
発行日になります。

※令和9年10月以降の発行日は調整中です。

問 企画政策課 広報戦略G　☎52-1111　内線311

　県では、保育の仕事に就きたい人の就職・復職の
あっ旋や、保育士資格の取得支援、保育の魅力発信
イベント、現役保育士の就労継続サポートなどを
行っています。
①求人施設とのマッチング

○対象　保育の仕事を探している人（保
育士資格を持っていない人も含
む）

　希望に合う求人を案内し、就職後まで
サポートします。電話またはLINEでご連
絡ください。

②令和8年後期保育士試験対策講座
○対象　保育士資格を取得し、県内で就業予定の人

【対面講座】全9科目を集中的に解説
期日 9月5日（土）
場所 セキショウ・ウェルビーイング福祉会館

（水戸市千波町1918）
※4日（金）県南会場もあります。

【WEB講座】全9科目をさらに詳し
く解説、試験前日まで
視聴可能

※各講座の申込方法はいばらき保育
　人材バンクポータルサイトをご確認ください。

問 いばらき保育人材バンク事務局
　 （いばらき保育サポートセンター）
　 水戸オフィス（県北・県央エリア担当）
　 ☎029-350-5137

10月からお知らせ版の発行が
月1回になります

　市では、「認知症初期集中支援チーム」を発足し、
認知症に関する困りごとがある人を支援していま
す。
　下記のような場合には、医療・福祉の専門職がご
自宅に伺い、ご本人の状態や家族の意向を踏まえ、
早期に医療や介護サービスにつなげる支援を行いま
す。

【困りごとの例】
・認知症が疑われるので受診させたいが、本人が受

診を拒否している
・医療や介護サービスの利用が中断している
・適切な医療や介護サービスに結びつかない
・認知症の症状が強く、対応に困っている

　「もの忘れが増えて心配」「対応方法がわからない」
など認知症に関するお悩みがありましたら、1人で
抱え込まず、まずはご相談ください。

問 南部地域包括支援センター　☎53-6810
　 北部地域包括支援センター　☎57-3326
　 長寿福祉課 高齢者支援G
　 ☎52-1111　内線173・175

認知症に関する困りごとの解決を
支援しています

▲LINE

▲ポータル
サイト

　ごぜんやま温泉保養センター「四季彩館」を令和
9年3月31日で休止します。近年の利用状況や社会
情勢の変化等による経営状況の悪化、施設の老朽化
などを総合的に検討し、将来にわたり市の財政負担
が大きくなることが見込まれることから、慎重に検
討を重ねた結果、休止の結論に至りました。
　今後は、民間事業者への運営移行を目指し、施設
の有効活用に向けて積極的な事業者の募集を進めて
いきます。

問 商工観光課 観光振興G　☎52-1111　内線273

ごぜんやま温泉保養センター
「四季彩館」を休止します

県が保育のお仕事をサポートします
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https://line.me/R/ti/p/@373lcsaw
https://hoiku.pref.ibaraki.jp/

